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い Ｆ げ ・ヽ ｔ 卜ゞ ツ 主 ヽ ヽ ｏ ごヽ 卜 通ヽ ヽ ド

… ξ 袋 黙ヽ ■ は 黙 び 聡 醸 猟 ≫ ミ ξ ｌ ミ

、 卜 ヽ ド 、 ヽ ゛ こヽ ミ ミ や ミ ざ て ヽ 意 、 キ ヽ ヽ ミ ゛ て ヽ ミ ー 、 卜 や ヽ 卜 ・ヽ ■ ヽ

ヽ ・ ヽ Ｐ Ｉ 卜 ヽ ヽ 卜 ヽ 、 Ｌ ド さ ‥ ミ ■ ざ

） い ＝ い い ジ ヨ ∬ 総 減 ヾ ‥ き

、 磯 ｒ 、 、 シ ミ ゞ ― 、゙ ｔ ヽ 卜 ξ ヽ こ ゝ ゃ ミ ｋ Ｋ ざ 、 卜 、 ・

ヽヽ さ ド ー や Ｓ Ｓ Ｐ ３ １ 汗ヽ ヽ ヽ ヽ ヽヽ ヽ ヽヽ ミ ｏ ヽ さ 卜 ヽ り ヽ ヽ 一

Ｏ Ｒ ざ ヽ ミ ″ヾ し 、゙ ミ ー ー ト ゝ ｋ ぶ ― ヽ ヽ ま ざ が さ ‥ ― 卜 ・、 Ｐ 、 、 １ ヽ １ ヽ ヽ ― 卜 ｔ ヽ ま １ １ ド

、ヽ 通 ヾ ヽ ■̈ Ｎ ざ ド ゃ ξ ‥ 営 入 卜ヽ ヽ 〓 ヽ ヽ ― ヽ ミ ミ ） ゝ や ミ ミ ミ ト 針 ミ

、 ｐ ゛ Ｓ ｌ ≧ 、 こ 卜 鮨 け
，

ヽ ι 、 ド ミ ～ Ｏ Ｆ “ Ｎ Ｆ ヽ ｌ さ ■ 、 ド 、 ド ヽ ■ ヽ ｏ い ミ ゛ ヽ ゛ お 卜 ｔ ｔ す ● ■ ヽ １ ′

ミ ミ 年 、 き 卜 、 速 き ― き

珠 い 喩 　 　 　 」 総 が ヽ

ヽ い 】 ３ ヽ ヽ 綸 き ヽ ヽ いヽ ヽ ■

，
ヽ い ミ き ヽ い ミ Ｏ Ｓ 詮 ヽ ヽ Ｓ ぎ ヽ 毯 ≧ ミ ヽ 三 二 ヽ ヽ ヨ き ヽ 塁 ↓

ヽ 「 卜 ヽ ヽ 「 　ヽ ヽ ヽ 】 ■ 一ヽ 　 い ヽ わ ヽ ヽ

ヽ ・ ヽヽ ミ ヽ 究 鶴 ヽ 力 翌 ヽ ヽ く ヽ コ 中 ミ 黙 ― ト

↓ヽ ミ ヾ ヽ い く ０ ・ Ｉ ヽ い ヽ ヽ ヽヽ Ｌ ヾ ミ ヽ

ヽ ・ Ｓ Ｉ ト ー ミ ヾ ヽ ― ミ ミ Ｓ 、 ミ

ｋ ・ ヽ Ｓ Ｓ ヽ じ 、 ヽ ‥ ヽ ミ い ＼ ヽ

い ● さ Ｓ ｌ Ｓ ヽ Ｓ Ｓ 年 ζ ヽ ヽ ゛ ヽ ｋ ド ぃ ・

と よ ヽ Ｖ ミ ヽ ミ ヽ
，
こ ヽ ミ Ｉ Ｒヽ いヽ 卜 ヽ ゛ 、 、 、 へ Ｓ ヽ 意 ミ ミ 否 ゛ ヽ 、 ヽ ｓ ヽ 、 ゝ

も ド 圏 ミ ヾ ゞ 恥 い 温 ド 潔 いい 漣 い 熱 鴻 い よ 。ヽ 卜 トヽ ミ ミヽ 日ヽ ミ ・

い い 。 ヽ Ｓ ｔ ， ，
ヽ や ヽ ， ，
Ｘ ヽ １ １ 、 ヽ ざ ゃ ヾ ゛ Ｒ 卜
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ラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について」を掲載して、権利者の捜索をおこないま
した。そのうえで同意をいただいたもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会
に帰属することになっています。
プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、こ
の改訂がシンポジウム内部で徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場
(=情報処理学会電子図書館)で公開されているにも拘らず、古い報告集には公開されてい
ないものが少からずありました。
プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、そ
れ以前の報告集も含め、この度学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去
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して利用許諾に関する同意を頂くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をし
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